
授業科目名 担当講師名 対象学年 
疾病と治療Ⅴ 精神 難波 理志 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 
講義 （１０） ２年生教室   後期  火曜日  ３限目 

実務経験 本科目は、医師として実務経験のある教員による講義。 
学修内容 精神疾患／精神疾患の分類 症状 治療  
到達目標 精神疾患、症状の特徴および治療法を理解する 
事前学習  

授業計画  
№ 授 業 内 容 
１ 精神障害の医学モデル 

２ 
精神疾患の分類 
①外因性精神病・心因性精神病・内因性精神病  ②国際疾病分類 

３ 

主な精神疾患 

①アルツハイマー病／脳血管性認知症／ピック病  

②内分泌性精神症候群  ③産科と精神病（マタニティブルー） 

④アルコール依存／コルサコフ症候群／覚醒剤中毒  ⑤てんかん 

⑥統合失調症 

 歴史／プロイラー、シュナイダー・クロウの主要症状／病型と症状／経過と予後／治療 

⑦躁うつ病 

⑧神経症／心身症と神経症の違い／心因反応／ストレス関連障害 

⑨睡眠障害 

４ 

精神症状と状態像のとらえ方 
①アンビバレンツ②妄想／思考の流れ方の異常／自我意識障害③昏迷／せん妄／健忘 

主な精神科治療 

②薬物療法 

 抗精神病薬／デポ剤／錐体外路副作用／抗不安薬／プラセボ効果／電気ショック療法 

③精神療法 

 精神行動分析療法／力動的精神療法／森田療法／内観療法 

④行動療法・活動療法 

  認知療法／SST／作業療法 
５ 終講試験 

履修上の要件  
テキスト、教材、 

参考書 
系統看護学講座 専門基礎Ⅱ 精神看護の基礎  医学書院 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

成績評価の方法 
筆記試験 
母性、小児と合わせて「疾病と治療Ⅴ」の単位とする 

備考  
 


